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●南相馬市HP「写真で見る東日本大震災」
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【1月18日】東日本大震災の津波で命を落とした県内の消
防団員を弔う県消防殉職者慰霊式は、市民文化会館ゆめ
はっとで行われました。

式には、遺族や団員を亡くした消防団をはじめ、県内の
消防関係者など約800人が出席し、殉職者の冥福を祈り、
復旧・復興へ決意を新たにしました。

県内では、南相馬市、相馬市、楢葉町、浪江町、新地町
の合わせて24人の消防団員が、住民の避難誘導や避難広
報活動の最中に殉職されました。

黙とうをささげる参列者 佐藤知事の追悼のことば

追悼のことばを述べる桜井市長 献花する佐藤知事

献花する桜井市長 謝辞を述べる
南相馬市消防団 佐藤団長

●南相馬災害ＦＭ HP「今日の南相馬市」

●「交流ルームひばり」からのお知らせ
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被災自治体News

【1月15日】鹿島区の西町第一仮設住宅①③の自治会が、
集会室などで新年会を開き、およそ50人の入居者が参
加しました。

山形県酒田市の和太鼓グループ「風の会」の演奏や、
民謡歌手の小関敬義さんの民謡なども披露されました。

21,983 合 計

17 ※海外11 愛媛県41 石川県207 山梨県

0 山口県11 鳥取県69 兵庫県450 群馬県

1 鹿児島県14 三重県73 大阪府639 栃木県

2 宮崎県19 富山県75 京都府652 神奈川県

3 高知県20 大分県77 青森県808 千葉県

3 徳島県20 長崎県84 愛知県923 茨城県

4 佐賀県22 滋賀県113 静岡県1,112 埼玉県

4 和歌山県22 岐阜県129 福井県1,181 東京都

4 奈良県23 広島県135 岩手県1,421 新潟県

6 香川県23 島根県154 北海道1,696 山形県

8 岡山県28 沖縄県170 秋田県2,995 宮城県

9 熊本県28 福岡県171 長野県8,306 福島県

避難者数都道府県避難者数都道府県避難者数都道府県避難者数都道府県

2012.1.19現在南相馬市民の避難状況
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【1月18日】原町区のゆめはっとで、東日本大震災福島
県消防殉職者慰霊式が行われました。佐藤光孝消防団団
長が「永遠に忘れることのできない深い悲しみです。し
かし、殉職された方々が身をもって示された使命感を、
各々の胸に刻み、明るく豊かな郷土の復興と、あらたな
安心安全なまちづくりを目標に、ご遺族のためにも力強
く一歩を踏み出します」と謝辞を述べました。

【1月20日】新潟県都市緑化センターと、新潟県公園緑
地建設業協会の３人が、南相馬市を訪れ、小中学校１８
校と市役所に合計３００鉢のアザレアを寄贈しました。
昨年１１月にも、チューリップの球根が届けられている
ということです。

都市緑化センター次長の中山貴広さんは「ささやかな
お手伝いだけれど、将来をになう子供たちに少しでも明
るくなってもらえれば」と話しました。



南相馬市からのお知らせ

被災自治体News
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子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種費用を助成します
1月20日ＨＰ更新

南相馬市では、子宮頸がん予防と乳幼児の細菌性骨髄膜炎の予防のためワクチン接種
費用を助成します。

これらの予防接種は、接種義務のある定期予防接種（予防接種法に基づく予防接種）で
はなく、接種希望の意思がある方に接種いただく任意接種となっています。

接種を希望される方は、ワクチンの効果、副作用等を理解し、市内の実施医療機関で接
種を受けてください。

実施期間 平成２３年２月７日(月) ～ 平成２４年３月３１日(土)

対象者について
子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン接種の対象者で、接種日に南

相馬市に住所を有する方が対象となります。

福島県外の医療機関で接種される方

いったん、接種費用を全額ご負担いただき、医療機関からの領収書を受け取っていただ
きます。助成額の申請は、保護者様から市役所健康づくり課へ申請していただきます。

※県外の医療機関で子宮頸がん等ワクチン接種を行った場合、自己負担額は、接種費用
の10分の1の額とし、接種費用から自己負担額を差し引いた額を助成します。

この場合、自己負担額に100円未満の端数があるときは、これを切り捨てます。

例）接種費用15,900円の場合 自己負担額 1,500円となります。

子宮頸がん等ワクチン接種費用助成申請書（償還払用）（交流ルームひばりにあります）
に必要事項を記入後、

・医療機関の領収書の写し
・各種健康保険被保険者証の写し
・預金通帳の写し（口座番号、名義が分かる箇所）

を添えて、郵送してください。

【郵送先】 〒975-0011 南相馬市原町区小川町322-1 原町保健センター
南相馬市役所 健康づくり課

※申請から振り込みまで１か月程度かかります。

申 請 方 法
申 請 方 法

問い合わせ 健康づくり課 ＴＥＬ： ０２４４－２３－３６８０
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避難の状況（１月１９日現在）
1月19日ＨＰ更新

71,561人平成23年3月11日現在の人口

4,015人転出

1,368人死亡（震災以外の死亡含む）

その他
408人所在不明

22,463人計

市外避難者

5,791人計

（13,636人）（うち福島県外）

22,421人市外の知人宅や借上げ住宅等

（40人）（うち福島県外）

42人市外の避難所

43,307人計

4,544人市内の仮設住宅

4,544人市内の知人宅や借上げ住宅等

0人市内の避難所

34,219人自宅居住

市内居住者

市内居住の状況

45,246人71,561人計

一部警戒区域
一部計画的避難区域

31,846人47,116人原町区

13,400人11,603人鹿島区

全域警戒区域-12,842人小高区

備考1月19日現在の居住者数3月11日現在の人口

※3月11日以降の転入者および他市町村からの避難者を含むため、避難の状況の市内居住者数と合計の
数が異なります。



なみえの“しゃべり場” ～集まれ！浪江のなかま～

1月23日ＨＰ更新

被災自治体News
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浪江町からのお知らせ

東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故によって、これまでのつながりを失い、全
国各地にバラバラになり、今もそんな生活が続いています。

そこで、浪江町民のみなさまが集い、語り合う“しゃべり場”を開くことになりました。震災の
時どこにいたの？どうやって避難した？今の生活で不安なこと、浪江への想い・・・などなど、
みなさんの“今”を聞かせてください。みなさまのご来場をお待ちしています！

当日のプログラム （各会場共通）
【１３：００】 開場
【１３：３０】 開会

１．浪江の今をご紹介します
２．浪江の風景写真などをご覧ください
３．しゃべり場スタート！

【１５：３０】 閉会
※コーディネーターには、浪江町復興検討委員及び有識者会議委員である、高崎経済大
学の櫻井常矢先生をお迎えします。
※託児スペースも設置予定です。お子様連れでもお気軽にご来場ください。

開催スケジュール

問い合わせ 避難生活支援班 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３（代表）

ＪＲ千葉駅千葉県千葉市 千葉商工会議所 １４階 第１ホール３月２０日(祝)

ＪＲ水戸駅茨城県水戸市 茨城県立健康プラザ ３階 大会議室３月１８日(日)

ＪＲ長岡駅新潟県長岡市 長岡市立劇場 小ホール３月 ４日(日)

ＪＲ浦和駅埼玉県さいたま市 プラザウエスト 多目的ホール２月１２日(日)

ＪＲ有楽町駅・東京駅東京都 東京国際フォーラム ５階 ホールＤ５１月２９日(日)

最寄駅会場開催日

※誠に勝手ながら、会場のスペースの関係上、定員は１５０名とさせていただきます。
※会場の指定はありませんので、お近くの会場にお越しください。

申込方法
東京会場および埼玉会場に参加される方は、下記までご連絡をお願いします。
（３月以降の受け付け等は別途ご案内します）

“しゃべり場”受付専用ダイヤル ０９０－３９７１－１５４９
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次ページへ続きます→

双葉町からのお知らせ

福島第一原子力発電所２０ｋｍ圏内の空間放射線量率の測定結果について
1月18日ＨＰ更新

64.29.9山田：国道288号線双葉バラ園入口付近（西7.1km）28

116.518.1石熊：石熊公民館付近（西7.3km）27

53.18.7前田：㈱サンリツ入口付近（西北西3.6km）22

41.66.3寺沢：寺松公民館付近（北西7.0km）18

27.94.0新山：牛踏交差点付近（北西3.5km）11

58.96.5長塚：双葉町体育館付近（北北西4.1km）10

163.323.8長塚：ＪＡふたば営農センター付近（北北西4.8km）8

H24.3.11時の

積算線量推計値
（mSｖ）

1/9測定値
（μSv/h）測定位置箇所（原発からの方位・距離）№

問い合わせ 浪江町役場 一時立入計画班
ＴＥＬ： ０８０－５９４９－８６１２

０８０－５９４９－８６１３
受付時間 平日 午前８時３０分～午後５時１５分（土日祝休）

警戒区域への一時立入り三巡目の申し込みの受け付けを開始します
1月18日ＨＰ更新

２月中旬から警戒区域への一時立入りの三巡目が始まることになりました。今回も二巡目
と同様にマイカーでの立入りとバスでの立入りとなります。

なお、今回は家の修繕業者や、引越業者の帯同も一台限りとなりました。（申込書に現時
点でわかる範囲の車両情報を記入してください。）

立入りを希望する方は、浪江町の広報お知らせ版と一緒に申込書を１７日に郵送してお
りますので、必要事項を記載の上、２月２９日までに郵送でお申し込みください。広報が届
かない方は申請書をダウンロードし、郵送してください。

（電話およびＦＡＸでの受付はいたしません。）

また、三巡目の立入りはおおむね３月末までに終了する予定です。立入り日が確定しま
したら後日改めてご連絡させていただきますので、それまでお待ちください。

問い合わせ 文部科学省 原子力災害対策支援本部
ＴＥＬ： ０３－５２５３－４１１１（内線4604、4605）
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被災自治体News

次ページへ続きます→

警戒区域への一時立入り［三巡目］の実施に向けた意向確認について
1月20日ＨＰ更新

＊２回目以降の日程が決まりましたので、お知らせいたします。

警戒区域への一時立入り（一時帰宅）につきまして、三巡目の実施に向けた意向確認書
を発送いたしました。

意向確認書は、世帯主の方あてにお送りいたしました。
必要事項を記載のうえ、ご返送いただきますようお願いいたします。

立入り日時等につきましては、双葉町第１回目は２月１２日（日）の予定です。
＊対象者は意向確認を集計し調整のうえ、お知らせします。

■現時点での日程（予定）
２月１２日（日）…マイカー方式
２月１８日（土）…マイカー方式
２月２６日（日）…マイカー方式
３月 １日（木）…マイカー方式
３月 ７日（水）…バス方式

（上記以降の日程については、決まり次第お知らせします。）

各世帯１回 、マイカー方式・バス方式での実施となります。

<マイカー方式の場合> 
ア．２ｔトラックまでの車が使用できます。
イ．家屋の修繕業者や引っ越し業者の帯同が可能です。

ただし、１世帯につき業者車両１台のみの帯同となります。
ウ．お墓参りなど、自宅以外の場所への立ち寄りも可能です。

※イ、ウについては、事前の登録が必要になります。

※意向確認書が届かない世帯主の方がおりましたら、お手数ですが、下記までご連絡をお
願いいたします。

問い合わせ

双葉町総合受付コールセンター ＴＥＬ： ０１２０－４５５－７７０
受付時間：平日午前８時３０分～午後５時１５分
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個人線量計の貸与について
1月19日ＨＰ更新

双葉町では、町民の皆さまが現在居住する地域における空間放射線量および積算線量
を自らが把握できるよう、個人線量計を無償貸与いたします。

貸与を希望される方は、申請書による申請が必要です。

対象者
福島県、宮城県、山形県、新潟県、栃木県、茨城県に居住する方で、
双葉町に住所を有する

①中学生以下の子どもおよび妊婦
②希望する世帯

※福島県内において幼稚園、小学校、中学校などに在園（在学）する方は、福島県内
の市町村等から個人線量計の貸与を受けているため対象から除かれます。
（対象者には個別に通知しています。）

貸し出し期間 平成２５年３月３１日まで

その他
①取扱い説明書をよくお読みになり、正しい使い方でご使用願います。
②機器を破損し、汚損し、または紛失したときは、使用者（申請者）の負担において弁償

していただくようになります。
③返納に要する送料その他費用の一切は、申請者の負担となります。
④ご不明な点は、下記担当までお問い合わせください。

★個人線量計借用申請書はホームページからダウンロードできます。

問い合わせ

双葉町埼玉支所 健康福祉課健康づくり係
ＴＥＬ：０４８０－７３－６８９９
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大熊町からのお知らせ

大熊町が提出した要望書について
1月18日ＨＰ更新

1月18日、早期除染とロードマップの明示、中・長期的居
住区域の確保と整備を求め、渡辺町長、千葉町議会議長
が、総理大臣官邸を訪れ、野田総理大臣に要望書を手
渡しました。

以降要望書原文

内閣総理大臣 野田 佳彦 様

農林水産大臣 鹿野 道彦 様

経済産業大臣
原子力経済被害担当
内閣府特命担当大臣 枝野 幸男 様

環境大臣
原発事故の収束及び再発防止担当
内閣府特命担当大臣 細野 豪志 様

東日本大震災復興対策担当
内閣府特命担当大臣 平野 達男 様

要 望 書

我々大熊町民は「生まれ育った町を廃墟にしてはならない、大熊町へ全員で一日も早く
戻る」という強い意志の下、引続く避難生活に耐えながら町民一体となり復興に向けて取り
組んでおります。

しかしながら、国におかれては先般「福島第一原子力発電所事故に伴って設定された警
戒区域及び避難指示区域の見直しの方針」を提示し、４月１日を以って警戒区域を解除し
３月末までを目途として線引きの見直しを行い、新たに３種類の区域設定をする方針を示
されました。

国の責任において完全除染すると明言していたにもかかわらず、除染工程も示さず、本
格除染も実施されていない現状で、区域見直しの方針が公表されたことは大変遺憾であり
ます。

この震災、事故による深刻な被害状況から復興を果たすためには、国において明確な除
染ロードマップを提示し、帰還に向けて速やかに復旧・復興対策を実施することが必要で
す。

次ページへ続きます→
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また帰還に向けての対策実施の遅れを感じざるを得ない現在、町民は日１日と時間が経
過しており、町民への支援継続をも併せ、以下の事項について迅速に実現を図られるよう
要望いたします。

１．一日も早く帰還できるよう早期にあらゆる除染技術を駆使し効果を示すこと。併せて
除染ロードマップを明示すること。

２．被災地の復旧・復興の柱になる国道６号線、同２８８号線を含めた主要幹線道路の
整備と常磐道の全線開通を早急に実現すること。

３．復興拠点となる町内区域整備、及び住民が帰還を果たすまでの中・長期的居住区
域の確保と整備を、国の責任において早期に実施すること。

４．原子力発電所事故に起因する精神的損害賠償を、長期に亘って補償するよう国の
責任で東京電力株式会社を指導すること。

平成24年1月18日
福島県大熊町長 渡辺 利綱
福島県大熊町議会議長 千葉 幸生

17.7

30.6

8.2

65.6

9.6

12.0

3.2

24.5

50.5

3.2

2.3

18.7

1/12

18.8

30.0

8.2

68.8

9.4

12.4

3.2

24.4

51.6

3.2

3.1

18.0

1/6

NaI16.416.916.416.5南約4km熊川50

IC28.429.229.829.6南南西約4km熊川47

NaI7.36.47.08.2西南西約3.5km小入野38

IC65.165.165.465.1西南西約3km夫沢37

NaI10.326.420.225.4西南西約5km下野上36

NaI9.99.110.211.8西南西約7km野上35

NaI2.62.42.53.1西南西約8km大川原34

NaI22.622.922.722.6西約2.5km夫沢30

IC52.952.952.952.9西約2.5km夫沢29

NaI3.23.23.23.2西約11km野上26

NaI3.03.23.12.6西約14km野上25

NaI17.517.117.617.6西北西約2.5km夫沢23

12/2612/2012/1312/6
線量計

空間線量率(μSv/h)
住所(測定位置)No.

福島第一原子力発電所20km圏内の測定結果について

1月17日ＨＰ更新
単位：マイクロシーベルト/時

文部科学省 原子力災害対策支援本部 堀田(ほりた)、奥(おく)
ＴＥＬ： ０３－５２５３－４１１１（内線4604、4605）

問い合わせ

次ページへ続きます→
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大熊町では、2月12日より3巡目の一時帰宅が始まります。立入り順序は、野上地区から
順次行われます。

なお、今回から立入りの手順が、下記のとおり変更となりますのでご注意ください。

一時帰宅（３巡目）の概要

立入り方式

自家用車<1世帯1台> 
人員：1人～車両乗車定員まで
持出物品：車両に積載可能な量(屋外にある物・食品・生物などは持出不可)
修繕業者・引っ越し業者および納骨のための住職の立ち入りが可能です。

(ただし、事前に申し出が必要です。) 

バ ス
人員：2人まで
持出物品：バスに積載ができ、帰宅者の持てる範囲のもの

(屋外にある物・食品・生物などは持出不可）
バスでの立入りの場合、修繕業者等の同行はできません。

中継基地

場 所
原則として「道の駅ならは」(警戒区域内)となります。
「南相馬市馬事公苑」については、ある程度の希望が集約された時点において国と調

整を行い実施します。

開設時間
2月12日～2月29日は、午前10時～午後4時となります。(冬期安全対策のため)
3月1日からは、午前9時～午後4時を予定しています。

立入りの流れ(「道の駅ならは」から自家用車で立ち入る場合)

通行許可証は事前に送付しますので、ダッシュボードに掲示して検問所を通過し
てください。

受け付け・線量計等の配付・防護服等の装着
立入者全員の本人確認をしますので、免許証・パスポート等の身分証明書を提示
してください。
顔写真付き身分証明書をお持ちでない場合には、保険証と被災証明書など2種
類の書類を提示する必要があります。

警戒区域への一時立入り(3巡目一時帰宅)日程

1月18日ＨＰ更新

検問所通過

中継基地(道の駅ならは)

次ページへ続きます→
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各自行動

スクリーニング・線量計等の返却・防護服の脱衣

※ バスでの立入りの場合については、前回同様となります。

その他
冬季の実施となることから、車の運転に際しては十分ご注意ください。
使用される車両については冬用タイヤの装着等、冬季装備対策もお願いします。
3巡目は2月12日(日)から実施し、約2カ月で一巡できるよう計画しています。

自宅到着

中継基地(道の駅ならは)

検問所通過

問い合わせ

大熊町役場 会津若松出張所 災害対策本部一時帰宅係
ＴＥＬ：０２４２－２６－３８４４ (代表) 

公益一時立入りに係る機器貸与先一覧
1月20日ＨＰ更新

ＧＭサーベイメーターや個人線量計を用意できない場合の貸与先をお知らせします。

公益目的で一時立入りをする際には、ＧＭサーベーメーターおよび立入者数分の個人
線量計が必要となります。ご自身で準備できない場合には、次の機関で貸与を行っており
ますので、お問い合わせください。ただし、各機関とも機器数に限りがあり、１日あたりに貸
与可能な台数は制限されますので、ご了承ください。

８：３０～
１７：００

０２４－９
５３－６３

９１

０１２０－
３３－
６４６６

〒963-0201
郡山市大槻町字反田５－５
富岡町役場 郡山事務所分室
一時帰宅対策班

①

貸与・返却時間ＦＡＸ電話住所／機関名

次ページへ続きます→
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９：００～
１７；１５
（月･水･金のみ）

０２４４－
２６－
１１１７

〒975-0031
南相馬市原町区錦町１－３０
福島県相双地方振興局

⑤

９：００～
１７：５０
（休日非対応）

０２４６－
２４－
６０１９

０２４６－
２４－
６００７

〒970-8026
いわき市平字梅本１５
福島県いわき合同庁舎１階
福島県いわき地方振興局

④

８：３０～
１７：００

０２４－
５２３－
１６７３

〒960-8043
福島市中町８－２
福島県自治館内
ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ機器貸与担当

③

８：３０～
１７：００

０２４６－
８８－
１９７５

０２４６－
８８－
１９８７

〒970-8026
いわき市平字梅本１５
福島県いわき合同庁舎南分庁舎2階
富岡町役場 いわき出張所

②

貸与・返却時間ＦＡＸ電話住所／機関名

■申請書の「放射線管理」欄（様式１：⑨、様式２：⑩）への記載方法について
・ ①または②から借用する場合 「市町村から貸与」を○で囲み、余白に貸与先（「郡山事務

所」または「いわき出張所」）を記載してください。
・ ③、④、⑤および他の自治体等から借用する場合 「その他」を〇で囲み、（ ）内に貸与先を

記載してください。

■公益一時立入りの申請書については、皆様の利便性を考慮し、郡山事務所分室およびいわき
出張所のどちらにでも提出いただけることとなりました。
また、受け付けは郵送またはＦＡＸのみ可能であり、その他Ｅメール等では行っておりませんので、
ご注意ください。

水道水の放射性物質の測定結果について（1月20日17時00分現在）

1月20日ＨＰ更新

いわき市からのお知らせ

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）15:301/19⑧旅人浄水場（田人簡水）

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）16:001/19⑦入遠野浄水場（遠野簡水）

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）14:451/19⑥川前浄水場(川前簡水)

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）16:001/19⑤法田第二ポンプ場

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）17:001/19④山玉浄水場

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）17:001/19③泉浄水場

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）16:101/19②上野原浄水場

不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）不検出（ＮＤ）17:001/19①平浄水場

放射性ｾｼｳﾑ137放射性ｾｼｳﾑ134放射性ヨウ素採水日時採水場所

次ページへ続きます→
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注 測定結果が数値で表せない場合、「ＮＤ（Not Detectable）検出せず」と表記しています。
検出下限値は、測定機器や測定時間等によっても違ってきますが、平成24年1月16日からは、２ベ
クレル/kgから1ベクレル/kgに変更し、精度を上げております。
放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計です。

※1歳未満の乳児を含め全ての方に飲んでいただいても問題ありません。

問い合わせ 水道局水質管理センター ＴＥＬ： ０２４６－２２－２４１９

福島市からのお知らせ

福島市あったか・湯ったりリフレッシュ事業を実施しています
1月20日ＨＰ更新

福島市内に住民登録がある未就学児のいる世帯を対象に、心身の健康とリフレッシュを図
るため、温泉宿泊費の一部を助成する「福島市あったか・湯ったりリフレッシュ事業」を実施し
ています。

助成対象期間
平成24年1月10日から平成24年3月31日までの宿泊

助成金額
1人1泊につき 5,000円まで（2連泊まで助成可）

助成対象者
1. 宿泊日現在福島市に住民登録がある未就学児（平成17年4月2日以降の出生者）
2. 1と同居（同世帯）の保護者（2名まで）
3. 1と同居（同世帯）の兄弟姉妹（中学生まで：平成8年4月2日から平成17年4月1日までの

出生者）

助成条件
（1）必ず未就学児のお子様と一緒に宿泊すること
（2）1世帯1回のみの利用であること
（3）宿泊日現在で福島市に住民登録をしてあること

宿泊施設
飯坂・土湯・高湯の各温泉地でこの事業に登録した旅館・ホテル

◇詳細はＨＰをご確認ください。または、下記までお問い合わせください。

問い合わせ 商工観光部観光課 ＴＥＬ： ０２４－５２５－３７２２

次ページへ続きます→
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個人線量計（ガラスバッジ）測定結果について
1月19日ＨＰ更新

福島市では、子どもと妊娠中の方へ個人線量計（ガラスバッジ）を配布し、9月から11月ま
での3カ月間、積算線量の測定を実施しました。このたび、個人線量計（ガラスバッジ）の測
定結果がまとまりましたのでお知らせします。

なお、今回の結果については、福島市医師会の医師および福島市放射能アドバイザー等
で構成された「福島市健康管理検討委員会」からの見解をいただいております。

対象者
（1）福島市に居住する中学生以下の児童生徒、乳幼児
（2）福島市に居住する妊婦
※(1)(2)とも、東日本大震災による福島市への避難者も対象に測定。

実施期間
平成23年9月1日～11月30日の3カ月間 ※2回に分けて測定しました。

•1回目 平成23年9月1日～9月30日
•2回目 平成23年10月1日～11月30日

測定結果

問い合わせ 健康福祉部放射線総合対策課 ＴＥＬ： ０２４－５２５－７６８１
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郡山市からのお知らせ

本宮市産農林水産物放射性物質の測定結果
1月19日ＨＰ更新

次ページへ続きます→

0.370.360.460.480.490.50ビッグパレットふくしま安積

0.610.560.820.890.900.86福島県農業総合センター日和田

0.500.490.650.660.690.68郡山合同庁舎市内 中心部

0.480.450.690.730.750.80郡山市役所市内 中心部

午後午前午後午前午後午前

1月22日(日)1月21日(土)1月20日(金)測定箇所
（測定高さ1m）

単位：マイクロシーベルト／時

問い合わせ 原子力災害対策直轄室 ＴＥＬ： ０２４－９２４－４７３１

本宮市からのお知らせ

検出せず(<7.5)検出せず(<9.0)検出せず(<7.6)原乳1月17日

検出せず(<7.2)検出せず(<7.8)検出せず(<6.3)原乳1月16日

検出せず(<6.8)検出せず(<8.3)検出せず(<6.4)原乳1月16日

検出せず(<8.2)14検出せず(<5.7)牛肉1月11日

検出せず(<12)検出せず(<13)検出せず(<11)豚肉1月11日

15検出せず(<14)検出せず(<9.4)フキノトウ1月10日

検出せず(<13)検出せず(<13)検出せず(<12)フキノトウ1月10日

検出せず(<7.4)検出せず(<9.1)検出せず(<8.0)原乳1月10日

検出せず(<7.3)検出せず(<6.8)検出せず(<5.4)原乳1月9日

検出せず(<7.1)検出せず(<8.8)検出せず(<6.9)原乳1月9日

検出せず(<6.4)検出せず(<8.7)検出せず(<7.7)原乳1月5日

検出せず(<6.8)検出せず(<7.9)検出せず(<7.0)原乳1月4日

検出せず(<8.5)検出せず(<11)検出せず(<7.8)原乳1月4日

ｾｼｳﾑ137ｾｼｳﾑ134ヨウ素131

測定結果(ﾍﾞｸﾚﾙ／㎏)
試料の種類採取日

郡山市内各地区 放射線量測定結果
1月22日ＨＰ更新
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次ページへ続きます→

※ 「検出せず（＜検出下限）」 とは、放射性物質が検出されなかったことを示しており、参考として
検出下限（検出可能な最小の量）を併記しています。

なお、検出下限は、測定条件（時間等）、測定試料（重量・密度・容積・共存する放射性核種）の
影響を受けるため、1測定ごとに異なります。また、実際の測定値を表すものではありません。

※飲食物の摂取制限に関する指標に基づく摂取制限に関する指標
＜野菜類（根菜、芋類を除く）の摂取制限に関する指標＞
放射性ヨウ素：2,000ベクレル／kg 放射性セシウム：500ベクレル／kg
＜牛乳・乳製品の摂取制限に関する指標＞
放射性ヨウ素：300ベクレル／kg 放射性セシウム：200ベクレル／kg

問い合わせ

産業建設部 農政課 農政係
ＴＥＬ： ０２４３－３３－１１１１ (内線１５７) FAX： ０２４３－３４－３１３８

原子力損害賠償支援機構による県外での全体説明会・個別相談会
～新潟県内での開催～ 1月16日更新

・弁護士および行政書士による無料の説明会と個別相談（１組１時間程度、事前予約制）

・会場および日程
柏崎市市民プラザ（2/3、2/4）
長岡市立劇場（2/3、2/4）
新潟市東区プラザ（2/10、2/12）
新発田市東日本大震災避難者相談所（2/10、2/12）

※詳細は下記予約受付電話においてご確認ください。

●予約受付電話番号： ０１２０－３３０－５４０（午前9時～午後5時。土日祝日含む）

福島県からのお知らせ

くわしくは、同封チラシをご覧ください。
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おもいやり駐車場利用証の新潟県での利用について
大熊町ＨＰ1月18日掲載

福島県では、車いすマークのある駐車スペースの適正利用を図るため利用証を発行する
「おもいやり駐車場利用制度」を実施し、あわせて他県で発行する利用証との相互利用を
行っています。

このたび、新潟県が加わり、福島・山形・栃木・群馬、茨城、新潟の6県は、それぞれの県
で発行する利用証の相互利用に関する協定を締結しました。

これにより、平成24年1月15日から、6県でそれぞれ発行された利用証は、6県の協力施
設（茨城県は全ての車いすマークの駐車場）いずれでも利用できるようになりました。

今後も、本当に必要な方が利用できるようご協力をお願いします。

問い合わせ

福島県相双保健福祉事務所 ＴＥＬ： ０２４４－２６－１１３３
福島県高齢福祉課 ＴＥＬ： ０２４－５２１－７１９７

0243-33-1111本宮市

024-924-7101郡山市

浪江町:男女共生センター内
（二本松市郭内一丁目196-1）

双葉町:旧騎西高校
（埼玉県加須市騎西598-1）

大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内
（会津若松氏追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5
川内村:ビッグパレットふくしま内

（郡山市南二丁目52番地）

024-525-3793福島市

市町村名 電話番号 以下の町村は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0480-73-6880

大熊町 0242-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0120-38-2119

いわき市 0246-25-0500

西郷村 0248-25-1111

被災自治体 問い合わせ先一覧

1南相馬市鹿島区

14南相馬市原町区

1本宮市

9郡山市

1福島市

市町村名 世帯数

南相馬市小高区 50

浪江町 11

双葉町 4

大熊町 2

富岡町 3

川内村 2

いわき市 5

西郷村 1

三条市に避難している
世帯数 (2012.1.11現在）
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１月２１日（土）午後１時から、ボランティアの金子さん指導のもと行われた版画教室

の模様をお伝えします。

交流ルーム ひばり （総合福祉センター内） ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０問い合わせ

金子さんから、版画ができるまでの説明

をされ、始めるにあたり「彫刻刀を扱いま

すので、怪我しないよう気をつけてくださ

い」と注意がありました。

彫刻刀の使い方を教えてもらいながら、実際に版木に彫刻刀を入れてみると「難しい

ね」と話しながら苦戦していたようでした。

しかし、削る回数が増えるにつれて上達し、金子さんも「そこまで削れるようなら十分

ですよ」と話していました。

テレビの取材を受けた参加者は「恥ずか

しいよ」などと緊張していた様子でした。

約２時間行われた版画でしたが、参加者

は「またやってみたい」などと話していま

した。

今後も引き続き行っていきたいと思って

いますので、日時など決まり次第お知らせ

いたします。

見学だけでもかまいませんので、興味の

ある方はぜひ気軽に参加をしていただけれ

ばと思います。



・日 時：1月28日（土）14:00～（雨天中止）

（三条マルシェ開催日1月29日の前日）

・場 所：厚生福祉会館入口前

・駐車場：三条市役所

第４駐車場 および 職員第３駐車場

雪灯篭・雪だるまを作ってみませんか？雪灯篭・雪だるまを作ってみませんか？

問い合わせ：三条マルシェ実行委員会事務局 ℡ 090-6929-6263

寒いので手袋や長靴を忘れず
暖かい服装で来てください。

（スコップがある方は、
スコップをご持参ください。）
※保護者同伴でお願いします。

雪だるま作って
温かい湯豆腐食べませんか？
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発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511

職員
第３駐車場

前日祭
会場
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問い合わせ 三条市役所 環境課 防犯・交通係 ＴＥＬ： ０２５６－３４－５５１１（内線382）

中央公民館の前に、野馬追号の停留所を新設します。中央公民館での催しや、中央商店街に
御用の際はぜひご利用ください。

●利用開始日：１月３０日(月)から

●バス停名称：中央公民館前（三条市元町13-1）

●運行の順序： 体育文化センター前
↓

みのり幼稚園前
↓

中央公民館前（新設）
↓

三 条 駅 前

バス停
（建物向かい）

中央商店街

中央
公民館

三条小学校

鍛
冶
道
場

中央
図書館

北三条駅


